
 

 

 

 

 

Ⅳ.土壌浄化法セミナー 

・技術研修報告書 





1. 土壌浄化法セミナー報告書 

1.1 セミナーの目的 

 
土壌浄化法とは日本において開発された民間の技術であり、海外などに情報が伝わりにくい現状

となっている。省エネルギー型の処理施設を建設することが可能で途上国などに情報が伝わると技

術の説明を求められることが多い。 
今回ブータンにおいてC/P 機関を教育省としてモデル施設の建設などを行ったが、ブータンにと

って未知なる技術である土壌浄化法の情報を国内で広めるためにセミナーを開催する。 
セミナーの講師には、日本において土壌浄化法に携わったことがある自治体職員や退職をした首

長など、土壌浄化法を熟知している方々を講師としてブータンに招いて開催する。 
 

1.2 セミナー参加者 

 
セミナー開催及び講師の招聘については、講師の中に現役の町役場職員がいるので民間企業から

の依頼が困難なため、特定非営利法人日本土壌浄化法ネットワークに実証・パイロット経費として

発注を行った。 
１－表１ 日本側からの参加者（セミナー講師） 

 氏名 職名 
１ 甲斐 光威 会津坂下町建設部長 
２ 小林 悦郎 NPO 法人土壌浄化法ﾈｯﾄﾜｰｸ副理事長（元昭和村長） 
３ 和田 ひろ子 元参議院議員 
４ 稲垣 茂 全国市町村土壌浄化法連絡協議会事務局長 
５ 滝田 久満 ＮＰＯ法人理事（元福島県下水道公社副理事長） 
６ 鎌田 浩 ＮＰＯ法人理事（元大宮市下水道部長） 

 
株式会社伝統建築研究所にブータンとの調整業務などで外注をしている。伝統建築研究所から以

前JICAの青年海外協力隊としてブータンに滞在していた代表及びブータン人の方を講師としてセ

ミナーで発表した。 
１－表２ 株式会社伝統建築研究所からの参加者（セミナー講師） 

 氏名 職名 
１ 高橋 直子 株式会社伝統建築研究所 代表取締役 
２ プブ テンジン 同社員 （元ブータン公共事業省 職員） 

 
土壌浄化法のセミナーなので土壌浄化システム開発者の毛管浄化システム株式会社より代表取

締役及び取締役副社長が講師として発表した。 
１－表３ 毛管浄化システム株式会社からの参加者（セミナー講師） 

 氏名 職名 
１ 木村 弘子 毛管浄化システム株式会社 代表取締役 
２ 木村 恭彦 同社 取締役副社長 

 
JICA ブータン事務所よりブータンにおける JICA の活動を発表した。 

１－表４ JICA ブータン事務所からの参加者（セミナー講師） 
 氏名 職名 
１ 坂部 英孝 独立行政法人 国際協力機構 ブータン事務所 

 
ブータン教育省より教育大臣がセミナーにて発表をした。 

１－表５ ブータン教育省からの参加者（セミナー講師） 
 氏名 職名 
１ Thakur S Powdyel ブータン教育省 教育大臣 
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セミナーの一般参加者は以下の通りとなっている。 
１－表６ セミナー参加者名簿 １ 
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１－表７ セミナー参加者名簿 ２ 
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１－表８ セミナー参加者名簿 ３ 
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１－表９ セミナー参加者名簿 ４ 
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１－表１０ セミナー参加者名簿 ５ 
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１－表１１ セミナー参加者名簿 ６ 

 
1.3 セミナー内容 

 土壌浄化法ブータンセミナーの内容を当日のプログラムと概要説明を記す。 
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セミナープログラム 

土壌浄化法ブータンセミナー 
平成２５年２月６日(水) 

 
 
 
09：30 受  付   

10：00 開会の挨拶 日本の秘境福島県昭和村からブータンへ 
   特定非営利活動法人日本土壌浄化法ネットワーク 

           副理事長（元昭和村村長）    小林 悦郎 

・ようこそブータンへ  

ブータン教育省大臣 タクル エス パゥデル(Thakur S Powdyel) 

・ブータンでのＪＩＣＡの活動  
            ＪＩＣＡブータン事務所 坂部 英孝 

・ブータンのＧＮＨ（国民総幸福量）には、土壌浄化法がぴったり 
元参議院議員 和田 ひろ子 

      ・ブータンで青年海外協力隊員として過ごした経験と土壌浄化法の出会い 

 特定非営利活動法人日本土壌浄化法ネットワーク 
                 土壌浄化法スキルマネージャー  高橋 直子 

・土壌浄化法の下水処理場は、住宅地の中にある緑地公園   
 特定非営利活動法人日本土壌浄化法ネットワーク 

                土壌浄化法スキルマネージャー  プブ・テンジン 

      ・土壌はすばらしい自然エネルギー 
特定非営利活動法人日本土壌浄化法ネットワーク 

理事 土壌浄化システム開発者  木村 弘子 

      ・土壌浄化法の出会から会津坂下町の下水道が具体化 
全国市町村土壌浄化法連絡協議会 事務局長    稲垣 茂 

 ・会津坂下町の施設見学から 土壌浄化法が海外へ普及 
              福島県会津坂下町建設部長   甲斐 光威 

 ・ニイミシステムとニイミトレンチの事例報告 
―さいたま市立自然の家 土壌浄化法の報告・３０年以上の稼動実績― 

        特定非営利活動法人日本土壌浄化法ネットワーク 理事  鎌田 浩 

・日本の事例報告とブータンで実施する土壌浄化法のモデル施設の概要 
特定非営利活動法人日本土壌浄化法ネットワーク 

           土壌浄化法スキルマネージャー  木村 恭彦 
    閉会の挨拶 

ブータン国の環境問題を土壌浄化法で解決 
特定非営利活動法人日本土壌浄化法ネットワーク 

           理事（元福島県下水道公社副理事長）     滝田 久満 
1３：００ 閉会 昼食 
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 土壌浄化法セミナー発表内容（NPO 法人 日本土壌浄化法ネットワーク会報より） 

土壌浄化法ブータンセミナーの発表内容 
土壌浄化法ブータンセミナーは、プブテンジン高橋さんの司会で、英語と日本語を交えて

行われています。司会の次のようなあいさつで、はじまりました。 

「本日のセミナーは、日本のＮＰＯ法人日本土壌浄化法ネットワークが主催しています。 

今回のセミナーは、外務省の「平成 24 年度政府開発援助海外経済協力事業委託費に 

よる途上国政府への普及事業」において、毛管浄化システム株式会社がブータンを 

対象国にしていた企画が採用され、セミナーはその一つの項目として行っています。 

開会の挨拶をＮＰＯ法人の副理事長である小林悦郎が行います。」 

「私はＮＰＯ法人の副理事長をしている小林悦郎です。 

元は福島県昭和村の村長をしていました。昭和村は、 

日本の秘境と言われ、福島の山奥の人口１,５００人の 
小さな自治体です。昭和村の下水道は、すでに全域で 
完成しています。本日ブータンでセミナーを企画いたし 
ましたのは、私が失敗した事をこれから下水道を整備 
するブータンでは実施しないですむように、土壌浄化法 
の事を、お伝えいたしたくて参りました。 
日本では大型の下水処理場を通常は建設しています。昭和村でも一番大きな処理場は、  

ＯＤ法と呼ばれる下水処理技術が利用されています。下水処理場は建設金額が高いだけでな

く、稼動してからの維持管理費が必要になります。従って、機械が多い処理技術は、稼動し

た後の維持管理費も高くなってしまいます。村長をやめる前に、一つの処理場を土壌浄化法

で建設する事ができました。完成した処理場は、二次公害の全く発生しない公園のような処

理場になり、機械も少なく、住民には大変に喜ばれています。・・・・」 
 開会の挨拶の後に、今回のカウンターパートである教育省 
のタクル・エス・パゥデル大臣から歓迎のご挨拶をいただき 
ました。 
 大臣のお話の中に、次のようなお話がありました。 
「ブータンでは、学校教育の中に、積極的に環境問題や 
グリーン教育を取り入れています。土壌浄化法の技術は 
その項目にぴったりあてはまっています。自然を大事に 
することや環境を整備することの必要性を、教育の中に 
組み入れて、ブータンの環境保全が進むことを望んでいます。 
日本からの技術や支援は、大変ありがたく、この事業が 
継続されると良いと思っています。」 

ブータンでは、日本からの支援は、高い評価を受けています。 
ブータンには、日本大使館がありませんので、ＪＩＣＡ 

ブータン事務所が日本との架け橋になっています。 
ブータンは、農業を中心にした自給自足の生活が行われて 

いる国でしたが、日本からの支援で行われた西岡京治ダショー 
の農業支援が、それまでのブータンの農業を大きく変革して 
います。その後、日本からの支援は、道路整備や河川改修や 
ごみ問題の解決などいろいろな分野でＪＩＣＡブータン事務所を窓口にして行われています。

このようなＪＩＣＡのブータンにおける活動や、青年海外協力隊員やシニアボランティアに 
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関することも、ＪＩＣＡブータン事務所の坂部専門官から報告が行われました。 
次にお話をしていただきましたのが、１２年間、参議院議員としてＯＤＡ予算の事をはじめ 
国会議員として活躍されていた和田ひろ子先生です。 
現在は故郷の福島県会津坂下町で生活されています。 
和田先生は、ブータン国王ご夫妻の訪日にも触れて、 
次のようにお話をされています。 
「一昨年、５代国王御夫妻が日本を訪問して下さり、被災地 
福島で敬虔なお祈りをささげて下さいました事、本当に   
ありがとうございました。又、多額の義援金をお贈りいただき、 
心より感謝申し上げます。ブータンからの暖かいご支援を 
受けて、福島は、現在本格的な復興を目指しています。 

今回、ブータンを対象国にした土壌浄化法の企画が採用され、このような形でセミナーが

開催されますこと、私も大変嬉しく思っています。１２年間、参議院議員として各地のＯＤ

Ａ事業等を見て参りました。下水道は、人間が生活する上では必要な社会資本整備になりま

す。ブータンに適した形で、土壌浄化法は地域の環境整備に貢献できるものと思っています。」 
土壌浄化法は日本で開発された技術です。最近では、韓国、 

中国、メキシコでも設置されています。今回ブータンが対象国 
になったきっかけは、１５年前にブータンで青年海外協力隊員 

として過ごした高橋直子さんとの出会いです。 

今は仙台で、株式会社伝統建築研究所の代表をされています。 

高橋さんからは、当時青年海外協力隊員として活動された経過が 

報告されました。司会をされていたプブテンジン高橋さんが、 

高橋直子さんと結婚され、現在仙台で生活されているいきさつを 

報告されました。プブテンジンさんは、ブータンの公共事業省に 

勤務されていた土木技術者です。セミナーの当日、日本から会場 

に来ていた小学校２年生のお嬢さんが紹介されました。 

会場からは、大きな拍手が起こりました。 

プブさんから土壌浄化法の出会いが話されています。 

『土壌浄化法との出会いは、昨年２月に、東日本大震災の被災地 

に設置された沈殿分離槽とトレンチの施設を見て「ブータンに 

ぴったり」と思って、木村社長を訪ねた事から始まっています。 

その後、いろいろな会議や土壌浄化法の施設を見るにつけて、 

この技術であれば、ブータンの下水道問題を解決できると確信を 

持ちました。それがこんな早い時期に、こんな形で道が開ける事になり、本当に嬉しく思っ

ています。』と挨拶があり、毛管浄化システム株式会社の木村弘子の紹介が行われました。 

「土壌浄化システム開発者と呼ばれている木村弘子です。高橋 

御夫妻との出会いが、ブータンの訪問に繋がり本当に嬉しく  

思っています。今回高橋御夫妻は、長女の紗英子ちゃんと一緒に 

故郷に帰っています。ブータンは、「家族が幸せなら私は幸せ」と 

言われる国です。実は、私も長男を連れて来ています。彼は 

モデル施設の話を最後にいたしますが、登壇させたいと思います。 

土壌浄化法の技術は、私の父である新見正が開発し、木村弘子が 
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下水道事業として具体化し、孫である木村恭彦が海外の環境問題 

を解決できるように、親から子へ、子から孫へと繋がっています。 

人との出会いが、新しくブータンを訪問する事に繋がりました。どうぞ、本日のセミナーを

契機に、新たな人との繋がりができて、ブータンの環境問題を解決する事に繋がっていきま

すように、皆様のご支援をよろしくお願いいたします。」 

（木村弘子は、土壌はすばらしい自然エネルギーのパワーポイントで土壌浄化法を説明） 

土壌浄化法の処理技術として、ニイミシステムと呼ばれる下水 

処理場に利用される技術があります。日本では土壌浄化法を採用 

した自治体が中心になって、「全国市町村土壌浄化法連絡協議会」 

という自治体の組織が、平成１２年に設立されています。 

その事務局長の稲垣茂事務局長が紹介されました。稲垣局長は、 

福島県会津坂下町の役所の方でしたが、昭和６２年に開催された 

土壌浄化法のセミナーに参加され、土壌浄化法の事を知り、 

その後会津坂下町の下水道整備に尽力をされています。 

連絡協議会の会長は、現在会津坂下町の竹内町長がされています。 

稲垣事務局長から、会津坂下町で実施されている土壌浄化法による下水道整備が報告されま

した。（稲垣事務局長は、会津坂下町の下水道整備のパワーポイントを利用して説明） 

司会のプブテンジンさんから、次のような報告がありました。 

「会津坂下町の下水処理場を私も見学しましたが、本当に公園の 

ような場所があるだけで、その芝生の下に汚れた汚水があるとは 

気がつかない処理場でした。土壌浄化法を理解するには、施設を 

直接見学する事が一番の早道です。会津坂下町の甲斐建設部長が 

先頭に立って見学の案内をされています。最近では、ＪＩＣＡの 

各国の研修生や、韓国や台湾の議員の方々の見学も増えています。 

それでは、甲斐部長から、具体的な施設の説明をお願いいたします。」 

甲斐部長は、「ブータンの下水道はこれから整備がされるところで、会津坂下町のように 

下水処理場が公園のようになる土壌浄化法は、ブータンの国に適する技術と思います」と  

挨拶されています。 

（甲斐部長は、町に設置されている土壌浄化法の施設を、パワーポイントで説明） 

今回の企画では、ブータンの教育省がカウンターパートとして進められています。 

日本においても、土壌浄化法が下水処理場に利用されるまでは、学校の施設や公営住宅等の

浄化槽として、設置されています。昭和５８年から稼動している 

学校の施設に、土壌浄化法を設置した事例が報告されました。 

今から３０年以上前に、埼玉県大宮市の下水道部長をされていた 

鎌田浩理事が紹介されました。 

「私は、埼玉県の大宮市の下水道部長をしていました。退職して 

現在は、ＮＰＯ法人の理事として土壌浄化法を普及しています。 

大宮市は現在市町村合併が行われて、人口が１００万人を超える 

さいたま市になりました。さいたま市の子供達が利用する林間学校 

のような施設に土壌浄化法を採用いたしました。 

５００人以上の生徒が、３泊位宿泊する施設で、ニイミシステムとニイミトレンチの両方の

技術が設置されています。私は、大宮市では下水道を専門とする業務についていましたので、 

 

 

 

Ⅳ-11



いろいろな処理場を建設しています。人口が大きい自治体ですから、機械をたくさん利用し

た下水処理場を建設しました。機械は壊れてしまいますので、ある期間がきたら交換したり、

修繕したりする事が必要になります。ニイミシステムやニイミトレンチは、機械が少なく、

自然の力を利用した技術になっていますので、３０年以上経過した現在でも、利用されて 

います。ブータンの下水道整備は、これから本格的に実施されると聞いていますので、簡単

に二次公害が防止できて、簡素な装置の組合わせは、ブータンに適した技術と思っています。」 

今回ブータンでは、個人の住宅と高校にモデル施設を建設いたしました。モデル施設の設置

で陣頭指揮をしていましたのが、副社長の木村恭彦です。 

日本では、下水処理場の設計を業務として いますが、 

ブータンでは、下水道とは異なる個人住宅や高校の簡素な 

施設の設置を行っています。 

 「土壌浄化法は、日本で開発された独自の技術です。 

  祖父の新見正が開発し、母の木村弘子が補助事業に 

  具体化し、私はこの技術を海外の環境問題を解決する 

  ことに具体化したいと思っています。ブータンに来る 

前にＪＩＣＡの業務でメキシコに土壌浄化法の施設を 

設置してきました。ブータンで設置したモデル施設が、これから深刻になるブータンの

環境問題を解決できるようになれば良いと思っています」 

（モデル施設の現場と日本の下水処理場をパワーポイントで説明） 

土壌浄化法による下水処理場は、悪臭などの発生がなく、公園のような処理場です。 

会津坂下町では、毎年処理場の上で下水道フェスティバルが開催されています。 

焼きそばを食べたり、おでんを食べたり、くじをひいたり、コンサートを聴いたり、すぐ下

に臭い汚水がある事は、全く感じる事ができない下水処理場になっています。 

このイベントも今年で２１年目を迎え、住民が楽しみにしています。 

セミナーの閉会の挨拶が、昨年まで福島県の下水道公社の 

副理事長をされていた方で、現在ＮＰＯ法人の理事をされて 

いる滝田理事から行われています。 

「私は東日本大震災の被災地福島県で、下水道公社の副理事長を 
していました。被災地では、大規模な下水処理場が壊滅状態に 
なり、全く下水処理場を使用することができなくなりました。 
 大規模下水道は、管も大きく、下水処理場の機械も多く、 
管理も大変になります。本来は、地域の地形や人口密度などに 
合わせた小規模な下水道が有効と考えています。 
ブータンでは、急傾斜地に住宅が建設されていますので、管の建設金額は安価になるものと 
思っています。今回のセミナーを契機に、日本で多くの実績を持つ土壌浄化法が、ブータン

の下水道整備に利用されたり、ブータンの環境問題を解決できるような活動に繋がれば良い

と思っています。ＮＰＯ法人の活動として、正しく土壌浄化法を普及することに力をそそぎ

たいと思っています」 
滝田理事の閉会の言葉で、セミナーも無事に終了いたしました。その後、教育省の教育大臣

に日本から持参した親書が渡されました。この親書は、当日講師で出席される予定であった

元国土交通省の下水道部長をされていた中本至（現在はＮＰＯ法人の顧問）からのものです。 
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